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層で約 90m まで達していることが示された。また、沿岸地域において概ね深度 17~ 20 mに存在する粘土
層により、これより上部の不圧帯水層において塩水一淡水の交流が顕著に生ずるとし寸特徴を生じさせるも
のと考察された。
以上により、沿岸地域において被圧帯水層と不圧帯水層からなる水文地質条件下で、塩水一淡水境界にお
ける地下水の水質形成プロセスとそれに及ぼす潮位変動、塩水プルームの影響が、明らかにされた。
審査の結果の要旨
沿岸域の塩水-淡水境界における被圧・不j王帯水層の挙動を、各種化学トレーサーを用い、かつ高い時間
分解能で解析した研究事例は、従来少なく、本論文はこうした観点から、沿岸域の塩水化研究に新たな知見
を加えたものと評価される。とくに、化学トレーサーの時間変動解析および混合割合解析によって、先行降
雨条件や、潮位条件により、地下水水質の形成に及ぼす陽イオン交換反応と塩水混合の役割を整理した点は、
本論文の独自性として評価できる。数値モデルによる実験が、観測結果のすべてを再現し切れていないとい
う課題は残るが、地下水流動プロセスの部分については十分説明をしているものと判断された。
平成24年6月14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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